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概要：持ち物自慢を支援することで購買意欲を向上させるシステムを提案し、プロトタイプの実装を行っ
た。友人による持ち物の自慢は、口コミ情報として購買意欲に大きく影響を与える。本システムでは、事
前の詳細情報の提供や持ち物を目立たせるためのエフェクトの表示、自慢のログの記録により、購買意欲
を向上させることを目指す。

Support System for Inducing Similar Purchases
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Abstract: We propose a support system that induces others to make similar purchases, whose prototype we
have implemented. When somebody introduces recent purchases that (s)he is proud of to a friend, his/her
friend wants to buy the same product. Our system makes the introduction more effective by inducing the
friend to buy this product. First, the system provides detailed information of the purchased product. Next,
the system adds visual effects to the product, so that it is noticed it by the friend. Using the log records,
the system aims at inducing the friend to buy the product.

1. はじめに

口コミによる情報は、商品購入の判断材料として参考に

されやすい。その理由として、一般的に口コミはマスメ

ディアよりも信憑性が高いという点が挙げられる。また、

口コミの中でも種類によって信憑性に違いがある。例え

ば、匿名の口コミよりも実名の口コミのほうが信憑性が高

い。その発信者が知り合いであればさらに信憑性が増し、

購入の判断に大きく影響を与えると考えられる。その中か

ら我々は、実世界における友人からの持ち物の自慢に注目

した。我々は、自慢する側と自慢される側の双方に対して、

情報提供などの支援を行い、自慢をより効果的にするシス

テムを提案する。
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1.1 口コミとしての持ち物自慢

以下の特徴から、実世界における友人からの持ち物の自

慢は、口コミの中でも特に購入の可能性を大きく向上させ

ると考えられる。

• 見知った相手なので、信憑性がとても高い。
• 実際にその持ち物を見たり触れたりすることができる。
• その持ち物の良い点を多く得られる。
• 相手の好みや性格を判断材料にできる。
• その場で質問をすることができる。

1.2 一般的な持ち物自慢とその問題点

まず、一般的な自慢の例を示す。これ以降、論文中では

自慢する側をP(Pride)、自慢される側を L(Listen)と記

述する。以下は Lが Pに自慢されたものを気に入り、購

入するまでの流れである。

( 1 ) Pが Lに持ち物の自慢を始める。

( 2 ) Pによる自慢の結果、Lがその持ち物を気に入る。

( 3 ) 後日、Lが店舗や ECサイトで同じものを購入する。

これに対して、より購入の可能性を高めるために改善す

べき問題点が存在する。
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自慢を始めるきっかけ

Pが積極的に Lに話しかけて自慢を始めるような能動

的な自慢と、LがPの持ち物に気付いて聞いてくるような

受動的な自慢が考えられる。能動的な自慢の方が発生する

可能性が高いが、相手がその持ち物に対して興味がない場

合、悪い印象を与えかねない。ある程度興味を持たれてい

る状態で始められる受動的な自慢の方が効果的である。

興味を持たれるような自慢

相手にもその持ち物を気に入ってもらうには、優れてい

る点などを正しく、伝えて理解してもらう必要がある。持

ち主である P自身が、その持ち物に対して詳しい情報を

持っていることが望ましい。

自慢されたもののメモ

Lが自慢されたものを気に入った場合、後で検索して詳

しい情報を得たり、同じものを購入したりする。この際、

自慢されてから時間がたっていると、商品名などの検索に

必要な情報を忘れている可能性がある。とても気に入って

た場合は Pに聞きなおすことが考えられるが、少し欲し

くなった程度だった場合は、そのまま忘れられることが多

い。自慢されたものについて、後で思い出すことができる

と良い。

2. システム概要

我々は自慢の問題点を改善するシステムを提案する。本

システムは自慢する側のPと自慢される側のL双方のユー

ザに情報提供などを行い、より効果的な自慢が行われるよ

うに支援する。ハードウェアとして情報端末とヘッドマウ

ントディスプレイ (HMD)を使用する。HMDは視界の画

像を取得するカメラと、物体認識用のセンサが搭載されて

おり、小型化や解像度の向上によって一般化していること

を想定する。

以降、システムの利用の流れに沿って、各問題点に対す

る支援について述べる。

2.1 自慢する側に対する持ち物の詳細情報の提供

Pは事前に情報端末から何を自慢するか設定する。事前

の登録や購入履歴により、システムはPが何を持っている

か分かっており、その中から選択して設定することを想定

する。

この際、候補となっているものに関する詳細な情報を提

供することで、より興味がもたれるような自慢を行えるよ

うにする。提供する情報はスペックなどだけでなく、広告

で使われるようなキャッチコピーや他のユーザによる好意

的なコメントなど、より自慢したくなるような情報も含む。

2.2 持ち物に対するエフェクトの重畳表示

Lが HMD越しにPの方を見る。すると、持ち物に対し

て星や集中線などのエフェクトが重畳表示される。そのた

め、Lは Pが何を自慢したがっているか知ることができ

る。これは受動的な自慢を始めるきっかけとなり、興味を

持てば話しかけて自慢を聞くことができる。

この際、自慢されたもののログを自動的にとっておく。

また、Lによる明示的なアクションや、カメラやセンサの

情報から、どれくらい興味を持っていたか判断する。

図 1にエフェクト表示のイメージを示す。

図 1 エフェクト表示のイメージ

2.3 自慢された側のログ閲覧

Lは後から情報端末を用いて、自慢されたもののログを

閲覧することができる。各持ち物ごとに、自慢された際の

カメラ画像や持ち主のコメント、詳細や購入ページへのリ

ンクなどを表示する。これにより、何を自慢されたのかを

忘れて購入の機会を逃すようなことがなくなる。

また、特に興味を持っていたものについてはより詳細な

情報を提供し、派手な演出を行うなど、閲覧インタフェー

スを工夫して購買意欲を高める。

3. プロトタイプシステムの実装

我々は提案するシステムのプロトタイプを作成した。今

回のプロトタイプでは、服やアクセサリなどの身に着ける

ものを自慢の対象とする。HMDには Sonyの HMD-T1を

使用し、カメラ及びセンサとしてMicrosoftのKinectを取

り付けた。

3.1 登録・閲覧用インタフェース

自慢する持ち物の登録及びログの閲覧用インタフェース

は、スマートフォン用のWebアプリとして作成した。こ

のWebアプリを通して、自慢する持ち物の情報やログを

管理するデータベースにアクセスすることで、各情報の閲

覧や追加、更新を行う。

持ち物の情報としては、商品名や値段などの一般的な情

報のほか、購入日やコメントお気に入り度などユーザ固有

の情報も扱う。また、今回のプロトタイプでは、エフェク

トを付与に用いる情報として、その持ち物を身につける位

置を扱う。

自慢されたもののログは、自慢された商品の情報や持ち
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主、自慢された日時やそのときの自分の注目度などを含む。

図 2に持ち物登録画面とログ閲覧画面の例を示す。

図 2 持ち物登録画面 (左) 　ログ閲覧画面 (右)

3.2 エフェクトの重畳表示とログの記録

Lの視界に Pが入ると、Kinectによって Pのスケルト

ンが取得される。Pが自慢したい持ち物を身につけている

位置は分かっているので、Lのカメラ画像中の対応する位

置にエフェクトを付与し、HMDに表示する。例えば Pが

腕時計を自慢する場合、手首に着けることが分かっている

ので、Lの視界中のPの手首の位置にエフェクトを重畳表

示する。

この際、自慢されたもののログの記録も同時に行う。自

慢が始まる前や自慢の最中の Lの行動からどれくらい注

目しているか判定する。Kinectのカメラや距離センサによ

り、Lが Pの持ち物を見ていた時間や、その持ち物まで

の距離が分かるので、その値から注目度を決定する。例え

ば、Pの持ち物を近距離から視界の中央に長時間とらえ続

けていた場合、注目度は高いと判定する。注目度が高い場

合はエフェクトも派手になる。

例として、図 3に Pが腕時計を自慢する場合の Lから

見た様子を示す。

図 3 近くから見た様子 (左) 　近くから見た様子 (右)

4. 関連研究

拡張現実感は現実環境を計算機により拡張する技術で

あり、特に視覚の拡張に関する研究が盛んに行われてい

る [1]。天目らの研究 [2]や頓智ドット社のセカイカメラ [3]

など、注釈などの情報の付与に用いられることが多い。本

システムは自慢したい持ち物に対して、エフェクトを重畳

表示することで目立たせ、相手に気づかせるために拡張現

実感を用る。

伊藤らの口コミ支援システムWAVE [4]のように、Web

上の口コミをより効果的に利用するために、分析や管理を

行う研究が行われている。本システムは対面状態での自慢

という実世界での口コミを扱う。

5. まとめと今後の課題

持ち物自慢を支援することで購買意欲を向上させるシス

テムを提案し、プロトタイプの実装を行った。事前の詳細

情報の提供や持ち物を目立たせるためのエフェクトの表

示、自慢のログの記録により、より購買意欲を向上させる。

今後の課題として、プライバシに対して配慮することを

考えている。持ち物ごとに公開範囲を設定できるようにす

る必要があり、その設定を行うためのインタフェースも扱

いやすいように工夫する必要がある。また、今回のプロト

タイプシステムでは、全ユーザのデータをWeb上のデー

タベースで管理しているが、ユーザごとにローカルで管理

しておき、Bluetoothなどで一時的に共有するような実装

の方が安全だと考えられる。

一方で、Web上のデータベースで管理することで、SNS

のようなサービスを展開することが可能になる。例えば、

誰が誰から何を買ったのか共有可能にすることで、口コミ

の広がる様子などが分かるようになる。また、事前の情報

提供の際に、メーカ側からアフィリエイトのような報酬付

きの自慢推奨キャンペーンを展開することで、実世界でバ

イラルマーケティングを行うような利用方法も考えられる。
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